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【授業の概要・ねらい】

社会のグローバル化とともに、日本に住む外国人は300万人近くまで増えた。近年急増している就労する外国籍の人々も2016年に初め

て100万人を突破し、2020年には170万人を超えた。授業では、在住外国人のおかれている現状、彼らが直面している問題、外国につなが

る子どもたちの現状と問題について学ぶ。外国人への地域の取り組みや教育現場での外国人の学びについて、ゲストスピーカーも交えて

意見交換をしながら、課題に主体的に取り組む自立学習を身につけることをねらいとする。

【授業計画】

第１回【５月28日】

①多様な外国人(オールドカマー・ニューカマー) 長友 文子

②外国人(ニューカマー)が増えた背景 長友 文子

③岸和田市国際親善協会の活動紹介 ゲストスピーカー 岸和田市国際親善協会

第２回【６月25日】

①日本語で学ぶ留学生 長友 文子

②日本で学ぶ子ども －外国につながる子どもの現状と課題－ 長友 文子

③外国人の学びの場としての夜間中学 非常勤講師 江口 怜（和歌山信愛大学助教)

第３回【７月９日】

まとめと研究成果レポートの発表 長友 文子

＊コメンテーター 非常勤講師 江口 怜（和歌山信愛大学助教)、村田 和子（紀伊半島価値共創出基幹・教授)

【到達目標】

・在住外国人の実態を理解し、私たちにできることは何かについて考える。

・多文化共生社会の担い手として、日本で生活する外国人が直面している諸課題に向けた取り組みを知り、理解する。

【成績評価の方法・基準(学部生のみ)】

・議論への参加や発表(50点)、最終課題レポート(50点)で評価する。

【教科書】

・特になし。資料は授業中に配布予定。

【参考書・参考文献】

・必要に応じて提示する。

【履修上の注意・メッセージ】

・社会人と共に学ぶ意欲のある学生を期待します。

【履修する上で必要な事項】

・すべての講義を受けないと、最終レポートを作成することは難しいので、必ず、全講義出席してください。

【授業時間外学修についての指示】

・講義内で紹介する参考文献や書籍を読んでください。

実施日・時間

長友 文子担 当 教 員

講義・演習授業形態１（学部生のみ）単 位 数

現代社会の教育課題 ～在住外国人の現状と課題～

(Educational issues in modern society－Current status and issues of foreign residents－)

授業科目名

(英語表記)

学部開放科目区 分岸和田サテライト開 講

第２回：６月25日㈯ 13：00～17：00

第３回：７月９日㈯ 13：00～17：00第１回：５月28日㈯ 13：00～17：00
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